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Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
騒
動
と
放
送
法
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
六
年
一
月
、
国
民
的
人
気
グ
ル
ー
プ
の
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
解
散
騒
動
が
マ
ス
コ
ミ
各
社
で
報
道
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー

ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
新
聞
各
紙
で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
、
東
京
新
聞
の
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
騒
動

労
働
問
題
と
し
て
考
え

る
」
（
東
京
新
聞
一
月
二
十
一
日
）
で
は
、
「
ま
る
で
パ
ワ
ハ
ラ
」
と
の
見
出
し
で
、
米
国
で
同
じ
よ
う
な
事
態
に
な
れ
ば
パ

ワ
ハ
ラ
と
み
な
さ
れ
労
働
関
連
法
的
に
ア
ウ
ト
と
報
道
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
の
芸
能
人
と
芸
能
事
務
所
と
の
日
本
特
有
の
関
係

が
議
論
さ
れ
て
き
た
。

一
月
十
八
日
に
は
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
メ
ン
バ
ー
五
人
が
番
組
内
容
を
変
更
し
て
、
解
散
報
道
を
謝
罪
し
、
所
属
事
務
所
も
存
続

を
認
め
る
こ
と
で
収
束
が
図
ら
れ
た
。
今
回
の
騒
動
に
よ
っ
て
、
芸
能
人
と
芸
能
事
務
所
と
の
詳
細
な
関
係
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
、
多
く
の
国
民
的
議
論
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
方
、
韓
国
の
国
民
的
人
気
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
「
東
方
神
起
」
は
、
二
〇
一
〇
年
に
分
裂
し
、
五
人
の
う
ち
の
三
人
が
独

立
し
、
Ｊ
Ｙ
Ｊ
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
た
が
、
地
上
波
の
音
楽
番
組
に
一
切
出
演
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
事
態
に
陥
っ

た
。
二
〇
一
五
年
十
一
月
、
韓
国
は
放
送
法
を
改
正
し
て
「
理
由
な
く
出
演
を
阻
止
す
る
不
公
正
行
為
」
を
追
加
し
、
い
わ
ゆ

る
Ｊ
Ｙ
Ｊ
法
が
国
会
で
可
決
さ
れ
た
。
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Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
的
な
人
気
グ
ル
ー
プ
の
解
散
騒
動
は
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
海
外
で
も
大
き
く
報
じ
ら

れ
、
彼
ら
が
日
本
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
大
き
く
印
象
づ
け
た
。
今
後
も
、
日
本
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ー
の
一
角
で
あ
る
、
才
能
あ
る
芸
能
人
が
、
よ
り
活
躍
の
機
会
を
広
げ
る
環
境
を
整
備
し
て
い
く
た
め
に
も
、
政
府
と

し
て
真
剣
に
議
論
す
べ
き
と
考
え
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

一

現
在
の
日
本
の
放
送
法
で
は
、
第
三
条
で
放
送
番
組
編
成
の
自
由
に
関
し
、
「
放
送
番
組
は
、
法
律
に
定
め
る
権
限
に
基

づ
く
場
合
で
な
け
れ
ば
、
何
人
か
ら
も
干
渉
さ
れ
、
又
は
規
律
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。

（
一
）

日
本
で
は
、
韓
国
Ｊ
Ｙ
Ｊ
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
放
送
事
業
者
の
役
職
員
以
外
の
者
の
要
請
に
よ
り
、
放
送
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
出
演
を
し
よ
う
と
す
る
者
を
出
演
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
行
為
」
は
放
送
法
違
反
と
な
る
行
為
か
ど
う

か
、
政
府
の
見
解
は
如
何
。

（
二
）

事
実
関
係
の
有
無
は
問
わ
な
い
が
、
週
刊
新
潮
の
二
〇
一
六
年
一
月
二
十
一
日
号
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
関
係
者
の
話
と

し
て
、
「
昨
年
の
紅
白
歌
合
戦
に
際
し
、
女
性
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
を
総
合
司
会
に
す
る
よ
う

申
し
入
れ
が
あ
り
、
局
側
が
事
務
所
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
『
そ
ん
な
に
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
を
重
用
し
た
い
な
ら
、
ど
う
ぞ

お
好
き
に
。
そ
の
代
わ
り
、
今
年
は
他
の
グ
ル
ー
プ
は
す
べ
て
引
き
揚
げ
ま
す
か
ら
』
と
い
う
趣
旨
の
通
告
が
な
さ

二



れ
た
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
般
論
と
し
て
、
「
芸
能
事
務
所
が
所
属
タ
レ
ン
ト
の
番
組
出
演
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
よ
う
な
行
為
」
に
よ
っ
て
「
放
送
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
出
演
を
し
よ
う
と
す
る
者
を
出
演
で
き
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
」
は
、
上
記
、
放
送
法
違
反
と
な
る
か
ど
う
か
、
政
府
の
見
解
は
如
何
。

二

前
述
の
と
お
り
、
韓
国
で
は
、
放
送
法
を
改
正
し
て
、
い
わ
ゆ
る
Ｊ
Ｙ
Ｊ
法
を
国
会
で
可
決
さ
せ
た
。
英
国
で
も
、
英
国

通
信
法
に
お
い
て
、
一
般
的
な
意
味
で
反
競
争
的
な
行
為
を
禁
止
す
る
規
定
や
不
公
正
な
取
扱
い
を
禁
止
す
る
規
定
が
存
在

す
る
。
日
本
で
は
現
行
、
放
送
事
業
者
は
放
送
法
第
五
条
に
よ
り
、
「
番
組
基
準
」
を
定
め
公
表
し
、
第
六
条
に
よ
り
「
放

送
番
組
審
議
機
関
」
に
よ
る
審
議
に
よ
っ
て
自
主
的
に
放
送
番
組
の
適
正
を
図
る
と
し
て
お
り
、
番
組
制
作
上
の
前
述
の
よ

う
な
禁
止
規
定
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
、
「
放
送
事
業
者
が
第
三
者
（
芸
能
事
務
所
等
）
の
要
請
に
よ
り
、
正
当
な

理
由
な
く
、
特
定
の
芸
能
人
へ
の
出
演
を
阻
止
す
る
行
為
を
禁
止
す
る
」
制
度
に
つ
い
て
、
日
本
で
導
入
す
る
検
討
や
議
論

は
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
き
た
か
。
ま
た
、
今
後
、
導
入
の
可
能
性
等
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


